











る。例えば彼の死後，作者は“Itis a curious subject of observation and inquiry， whether 
and love be not th己 samething at bottom.... Philosophically considered， therefor弘 thetvvo 
pasSlOns seem the same，⑨…" (260) と述べ，愛と憎しみの中に相手に対する同様な、
high degre巴 of and heart-knowledge" (260)を見出し，二つの相反する感情の根底に
点があることを暗示している。そして“Inthe spiritual world， the old and the minister--
mutual victims as have been~may ， unawares， have found their earthly stock of hatred 
and antipathy transmuted into golden love." (260-1)と死後の世界における両者の和解を暗示し，
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の「夜の旅J(1太陽神話」の下半分)によってやっと「父竜」と「母竜」との対決を決行するに至った
と捉えた。しかし，それ以前に Chillingworthの「悪魔jイメージの発展が描かれると共に，彼と












“Wouldst thou have me to believe.... that a false show can be better... than God's own truth? 
Trust me， such men deceive themselves!" (133) また逆方向に働き掛けて一一(処刑台で告白の
真似をしている彼に対して)“Comewith me， 1 beseech you， Reverend Sir; else you will be poorly 






















に対する三重の意味での「竜との戦い」となるのである。しかしながら自らも“Whois he? Who is 
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帰宅したDimmesdaleがChillingworthと再会するなり，“withone hand on the Hebrew Scriptures， 















in cold blood， the sanctity of a human heart." (195) と非難し，“Thejudgment of God is on 
me，..It is too mighty for me to struggle with!" (196)と述べるように，抵抗できない神罰と受
けとめたからである。ところがこの場面では自分に真の悔悟をもたらすための神の叱責と受け止め，そ
の中に神の慈悲を認めたに違いない。後に告白の場面で，胸の IAJの文字を「常に赤熱にしておくた









姿であるとし，その時の彼の言葉をもじった“Thouart thyself the man!" (217) をDimmesdaleが
森からの帰途，知人から投げ付けられる言葉として作者が仮想していることと，帰宅後の部屋を描写す
る際に作者が“thetapestried comfort of the walls" (222)と表現したダピデの罪と憐解と赦しを予




122 鹿児島女子短期大学紀要第30号 (1995) 
タンの役割を果たしていると思われる。それは氏の主張するタイボロジーの手法に加え


















ることを断周として拒絶した Hesterに“Wondrous and of a woman' s heart I " 
と したことや， Pearlの養育権をめぐって の支配者達に対して Hesterを弁護し母
子の別れを阻止したこと，夜の処刑台で彼女に Chillingworthへの恐怖!惑を訴えて救いを求めたこと等
られ耐この認識が徐々に深まり，rmJ義的な「原母」像から肯定面が分離されるプロ七スが進行中で
あること 。むろんこのプロセスは， 13章'AnotherView of Hesterヲに‘Shewas self-ordained 
Sister of ; . . '(161)と要約されている彼女の隣人撃と献身的な奉仕活動，そしてそれによっ
'Able'と解釈されるまでに「共同体」の彼女への評価が高まっていったことに対
仏、していると考えて間違いないであろう。その一方で性的妄想(“.the backward rush of sinful 





















“These men deceive themselves，... They fear to take up the shame that rightfully belongs 
to them. Their love for man， their zeal for God's service， -these holy impulses may or may 
not coexist in their hearts with the evil inmates to which their guilt has unbarred the door， 
and which must needs propagate a hellish breed within them. But， ifthey seek to glorify 
God， let them not lift heavenward their unclean hands! If they would serve their fellow-men， 
let them do it by making manifest the power and reality of conscience， in constraining them 
to penitential self-abasement! .." (133) 
これはまさに正統的なピューリタンの見解であって， r竜」であり「悪魔」である Chillingworthの
中に「神の使者Jとしての要素の下地が最初からあったことを物語っているのではなかろうか。 14章で

















Hesterを見た彼の顔に浮か八Jだ苦闘の表情は“A horror twisted itself across his 




712ろうという。"...the richest fee that ever earned from monarch could not have bought 
such car日as1 have wasted on this miserable priest 1... That he now and creeps about 
on is al to me " (171)という彼の言葉は，確かに彼が「医者Jとして Dimmesdale
の肉体を熱心に治療し，成果を挙げたと自負していることを示している。しかし同時に既に見たように，
的な[医者Jとして Dimmesdaleを精神的な拷問にかけ，“Neverdid mortal suffer what 
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